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平成 22 年 7 月 1日現在
15,312人
7,600人
7,712人
5,216戸

「ろくごう」のはなし「ろくごう」のはなし
ねえ　おじいちゃん、ここの地区はなぜ「ろくごう」っていうの？

それからね、『岸』、『谷』、『島』とかが付いた地名があるのなぜなの？

うん、だいぶわかってきたよ。で、これから六合はどうなるの？

へぇー！ そうなのか、だから六つ合わさるって書くんだね。
じゃあ　どのくらいの人が住んでるの？

それはね、今から１２０年ほど前、明治時代だね。その頃の小さな「東光寺村」「岸村」「阿知ｹ谷村」
「道悦島村」「細島村」と「御請新田」の六つの村が集まって、この地域に「六合村」ができたんだよ。
そうしてね、昭和３０年、今から５０年くらい前だね、むかしの島田市に合併されて六合村は無くなっ
たんだよ。        
だけどね、今でも、大きな地域のまとまりとして六合地区っていう言う呼び名が残っているんだよ。

今、六合地区に住んでる人はね、約15,000人。家族（世帯）数は約5,200戸。島田市の約15％が
六合に住んでいるんだね。昭和４０年ころから新しい家ができて人口が増え続けているんだよ。
今でも人口が増えている地域は島田の中では少ないんだよ。 
島田市に合併された時は５，５００人だったから、５５年の間で約３倍になってるね。

それはね昔の大井川の流れに関係してるんだよ。東光寺、岸など高いところ以外は大井川は
「暴れ河」といって山のそばまで流れていた頃があったんだね。その頃阿知ケ谷は谷、岸は川
の岸、道悦島や細島はちょっとした島だったんだろうね。だから遺跡は比較的標高の高いとこ
ろからしか出ていないんだよ。
そしてね、この地域の地下はね、大きな石から小さな石の交じった砂利が多くてね、地震にも
強い土地になっているようだよ。

コミュニティって言葉聞いたことあるよね、お年寄りから小さな子供までのみんなが協力して
緑のたくさんある楽しく住みやすい町を目指していくんだよ。
ロクティもでき、六合駅のエレベーターは北口と南口にもできるんだよ。
道路もね、東町の広い２０ｍ道路も西に向かってつながっていくし、初倉の方からはね、新しい
橋がかかって東光寺に向かう新しい道も計画されているんだよ。
おまえたちが大きくなる頃にはもっともっと緑のあふれた住みやすい六合になると良いね。
そのためには、もっともっと色々なことを勉強していって欲しいね。 

おじいちゃんに聞いた

とうこうじ きし あちがや

どうえつじま ほそじま おうけしんでん
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鈴
木
照
男
　

伝
統
あ
る
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
浅
学
で
何
の
知
識
も
な

い
自
分
が
務
ま
る
の
か
と
自
問
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
年
前
に
ア
メ
リ
カ
で
発
生
し
た

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
大
不
況

の
波
が
日
本
に
押
し
寄
せ
百
年
に
一

度
と
い
う
大
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
明

る
い
話
題
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
近

年
、
こ
ん
な
時
こ
そ
地
域
の
ま
と
ま

り
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
発
足
し

て
三
十
九
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
こ

の
六
合
は
世
帯
数
千
七
百
戸
、
人
口

七
千
人
ほ
ど
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
現
在
で
は
世
帯
数
五
千
二
百

戸
、
人
口
一
万
五
千
三
百
人
と
大
世

帯
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
人
口
の

増
加
と
は
裏
腹
に
、
生
活
環
境
の
変

化
、
価
値
観
の
違
い
な
ど
で
隣
近
所

の
付
き
合
い
も
薄
ら
い
で
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
私
達
の
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の

た
め
に
」
を
合
い
言
葉
に
多
く
の
事

業
を
計
画
し
、
多
く
の
人
が
集
う
親

し
み
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

部
　
長
　
齋
藤
博
夫
　

本
年
度
、
文
化
部
長
を
や
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
道
悦

の
齋
藤
で
す
。

何
も
わ
か
ら
ず
に
引
き
受
け
ま
し

た
の
で
、
皆
様
に
御
迷
惑
を
お
か
け

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
役
員
・

部
員
の
方
の
協
力
を
得
て
一
年
間
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
、
文
化
祭
を
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
私
で
す
が
、
文
化
祭
を
通

し
て
地
域
の
皆
様
の
よ
り
良
い
交
流

の
場
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
の
為

に
一
生
懸
命
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。部

　
長
　
河
合
　
修
　

日
頃
は
、消
防
治
安
部
（
消
防
団
）

の
活
動
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
治
安
部
の
活
動
は
、
そ
の
ま

ま
地
元
消
防
団
活
動
の
一
部
と
な
り

ま
す
。
全
団
員
が
一
丸
と
な
り
関
係

各
位
の
皆
様
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
地
元
神
社
等
の
祭

典
警
備
や
、
冬
季
の
夜
間
警
戒
に
な

り
ま
す
。
こ
の
夜
間
警
戒
で
は
、
小

学
四
・
五
・
六
年
生
を
対
象
に
「
子
供

消
防
団
」
と
称
し
、
消
防
車
に
乗
り

体
験
学
習
を
毎
年
行
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
月
に
二
回
の
消
防
車
点
検

の
際
に
は
、
六
合
地
区
に
配
備
さ
れ

た
移
動
式
投
光
器
の
点
検
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
火
災
や
自
然

災
害
に
は
、昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
、

消
防
署
と
連
携
し
六
合
地
区
の
安
全

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

消
防
治
安
部
は
他
の
専
門
部
と
は

異
な
り
、
昼
夜
を
問
わ
な
い
日
々
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
地
域
防
災

の
一
役
と
し
て
、
御
理
解
と
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

部
　
長
　
森
下
甲
子
雄
　

本
年
度
、 

体
育
振
興
部
長
の
大
役

を
拝
命
し
ま
し
た
森
下
で
す
。

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
に
参

加
す
る
こ
と
は
初
め
て
の
事
で
困
惑

す
る
事
ば
か
り
で
す
が
、
役
員
の

方
々
の
御
指
導
と
部
員
の
皆
様
の
御

協
力
を
頼
り
に
活
動
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

本
年
度
も
六
月
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
大
会
を
皮
切
り
に
、
七
月
に

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
翌
年
の
二
月

に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
地
域
の
皆
様
の
親
睦
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
に
少
し
で
も
助
力

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
時
代
で
皆
様
お
忙
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方

の
御
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

部
　
長
　
齋
藤
泰
司
　

本
年
度
は
、
阿
知
ヶ
谷
区
が
交
通

安
全
部
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
、
齋
藤
で
す
。

日
頃
交
通
安
全
に
つ
き
ま
し
て

は
、
六
合
地
域
の
皆
様
方
は
十
分

注
意
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
交
通
安
全
部
員
一
同
、
交

通
事
故
の
無
い
、
安
全
で
安
心
な

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
為
、
地
域

の
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
、
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
交
通
安

全
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
六
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
年
間
計
画
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
六
合
地
域
の
交
通

安
全
に
努
め
ま
す
。

明
る
い
街
づ
く
り
と
楽
し
い
思
い

出
づ
く
り
を
交
通
安
全
部
員
一
同
、

一
生
懸
命
お
手
伝
い
を
致
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

部
　
長
　
鈴
木
光
治
　

本
年
度
は
社
会
福
祉
部
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
鈴
木
で
す
。

二
十
二
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
年
度
四
役
の
方
と
本
年
度
会

長
さ
ん
知
識
経
験
者
か
ら
の
説
明
を

受
け
、
本
年
度
の
部
長
さ
ん
の
同
意

を
得
て
例
年
通
り
の
事
業
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

一
戸
一
品
拠
出
運
動
（
夏
祭
り
バ

ザ
ー
）、
戦
没
者
慰
霊
祭
を
主
な
事

業
と
し
て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

一
戸
一
品
拠
出
に
よ
る
「
夏
祭
り

バ
ザ
ー
」
は
、
地
区
の
皆
様
が
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の

で
、多
数
の
拠
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

戦
没
者
慰
霊
祭
に
つ
き
ま
し
て

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
感
謝
を
こ

め
た
慰
霊
祭
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
機
に
平
和
な

現
在
を
再
認
識
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
二
年
度

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
ス
タ
ー
ト

文
化
部

消
防
治
安
部

体
育
振
興
部

交
通
安
全
部

社
会
福
祉
部
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部
　
長
　
大
石
宏
一
　

今
年
度
は
基
本
に
返
っ
て
、「
あ

け
ぼ
の
」
で
六
合
を
知
ろ
う
を
テ
ー

マ
に
編
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子　

六
合
は
な
ぜ
「
六
」「
合
」
っ

　
　
　

て
言
う
の
？

親　

六
つ
の
村
が
集
ま
っ
て
で
き

　
　
　

た
ん
だ
よ
。

子　

六
つ
の
村
の
名
前
、
由
は
？

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

六
合
の
名
前
の
由
来
か
ら
始
ま
っ

て
、
家
族
の
団
欒
の
テ
ー
マ
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
供
に
伝
え
た
い
史
跡
、文
化
、

心
。頑

張
っ
て
い
る
人
→
サ
ー
ク
ル
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
地
域
の
匠

是
非
、
記
事
を
テ
ー
マ
に
親
子
の

会
話
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

部
　
長
　
鈴
木
康
則
　

本
年
度
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
の

部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に

な
り
ま
し
た
鈴
木
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
へ
の
参
加
経
験
が
な
く
、
何
も

分
か
ら
な
い
ま
ま
引
き
受
け
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
事
業

は
部
員
の
方
々
の
力
添
え
が
あ
っ

て
こ
そ
で
き
る
事
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

主
な
事
業

一
、
夏
祭
り
（
進
行
等
）

二
、
親
子
マ
ス
釣
り
大
会
開
催

三
、
そ
の
他　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

緑
道
除
草
作
業
参
加

部
　
長
　
成
岡
由
利
子
　

四
月
七
日
、
二
十
四
人
の
役
員
と

共
に
女
性
部
の
活
動
の
第
一
歩
に
踏

み
出
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
雑
巾
・

タ
オ
ル
・
ウ
エ
ス
集
め
運
動
」
に
取

り
組
み
、
皆
様
の
善
意
を
た
く
さ
ん

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
夏
祭
り
・
敬
老
会
・

入
学
祝
い
の
会
と
事
業
が
続
い
て
い

き
ま
す
が
、
前
年
度
の
提
坂
部
長
か

ら
引
き
継
い
だ
「
思
い
や
り
の
心
で

活
動
に
向
か
い
、
楽
し
い
一
年
に
」

と
い
う
言
葉
を
胸
に
行
事
を
進
め
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
共
、地
域
の
皆
様
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

部
　
長
　
成
岡
五
一
　

今
回
部
長
の
大
役
を
引
き
継
ぐ

事
に
な
り
、
高
齢
の
私
が
と
心
許
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
も
前

任
役
員
の
皆
様
が
多
く
留
任
し
て
お

り
、
誠
に
心
強
く
先
輩
諸
兄
が
育
て

た
偉
業
を
微
力
な
が
ら
も
皆
様
方
と

共
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

老
人
部
の
事
業
も
他
方
面
か
ら

多
大
の
御
援
助
を
頂
い
て
、
各
行
事

も
昨
年
同
様
に
楽
し
く
笑
顔
一
杯
で

進
め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

何
分
に
も
入
会
者
が
少
な
い
現
状

で
苦
労
し
て
い
る
状
態
で
す
。
地
域

の
皆
様
方
の
御
理
解
を
頂
い
て
、
第

二
の
人
生
を
共
に
楽
し
く
健
康
で
送

る
よ
う
に
、
大
勢
の
御
参
加
を
歓
迎

し
て
お
り
ま
す
。

老
人
部
も
次
か
ら
次
と
花
を

咲
か
せ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

広
報
部

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部

女
性
部

老
人
部

　

平
成
二
十
二
年
六
月
十
二
日

㈯
の
夕
刻
、
東
光
寺
本
堂
に

「
ぽ
ー
、
ぽ
ー
」
と
し
た
ほ
た
る

の
灯
り
を
誘
う
か
の
よ
う
な
フ

ル
ー
ト
の
幽
玄
の
宴
（
ほ
た
る

の
里
コ
ン
サ
ー
ト
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
リ
バ
テ
ィ
ー
フ
ル
ー

ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
さ
ん
（
大
石

さ
ん
、
伊
藤
さ
ん
、
清
水
さ
ん
）

を
招
い
て
の
フ
ル
ー
ト
三
重
奏

で
し
た
。

　

演
奏
は
「
ほ
た
る
→
愛
→
宇

宙
（
木
星
）」
と
世
界
を
広
げ
、

「
浜
辺
の
歌
」
を
観
客
み
ん
な
で

歌
い
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
「
ア
メ
ー

ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
（
驚
く
ば
か
り

の
主
の
恵
み
）」
と
進
み
ま
し
た
。

　

ほ
た
る
は
こ
の
時
期
、「
求
愛

の
た
め
に
舞
を
披
露
し
、
飛
ぶ

こ
と
で
四
十
日
の
命
も
十
日
～

十
四
日
な
る
」
と
い
う
住
職
の

お
話
は
こ
の
演
奏
と
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
ほ
た
る
鑑
賞
を
感
慨

深
い
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

ほ
た
る
が
舞
う
住
み
よ
い
環

境
、
街
づ
く
り
を
実
感
し
た
素

晴
ら
し
い
夜
で
し
た
。

ほ
た
る
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
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東海道本線

国道１号線

至 藤枝

至 島田市街

国１バイパス
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●5
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●か

●き

●お六合中

島田工業高校

東光寺

香橘寺

中島公園
月夜田公園 コミュニティ緑道

桜並木

六合小

六合東小

ロクティ

●う

●え

六合駅

島
田
大
井
川
線

大　井　川

天満天神社

浅間神社

日吉神社

普門寺

大日堂

竜江院

八幡宮

八幡神社

官養院

全仲寺

日吉神社（ひよしじんじゃ）
天台宗・東光寺守護神。
無形文化財の猿舞。

●1

八幡宮（はちまんぐう）
道悦島地域の氏神。
英霊を祀る忠魂碑。

●4

天満天神社（てんまんてんじんじゃ）
天神社と栃山地域の氏神、西宮社と
合祀される。

●2

八幡神社（はちまんじんじゃ）
細島地域の氏神。
義人、増田五郎右衛門の義人碑。

●5

浅間神社（せんげんじんじゃ）
大井明神・浅間社・諏訪社・左口司社
と大井神社との合祀。

●3

大日堂（だいにちどう）
本尊・大日如来。羊・申の守り本尊（縁
日は2月・8月）。仁王像が建立。

●う 竜江院（りゅうこういん）
曹洞宗。
防火の火祭り。（12月25日）

●え

全仲寺（ぜんちゅうじ）
曹洞宗。初倉・医王寺の末寺。
増田五郎右衛門の墓がある。

●か

官養院（かんよういん）
曹洞宗。旧名・明泉寺。開山の官養和尚
の名から改名。
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東光寺（とうこうじ）
天台宗。足利氏・今川氏・武田氏の古文
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香橘寺（こうきつじ）
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● 神社　● 仏閣

●

●

●

六合幼稚園

六合第二保育園

普門寺（ふもんじ）
曹洞宗。静居寺前から移る。
第一保育園が借地。

●お

六合第一保育園

みんなで行こう
六合コミュニティ

夏祭り

みんなで行こう
六合コミュニティ

夏祭り
平成22年8月8日㈰  午後2時～
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「
緑
道
」と「
全
校
Ｖ
Ｓ
活
動
」の
コ
ラ
ボ

六
合
中
学
校
　
暮
林
邦
和
　

　

本
校
に
「
全
校
Ｖ
Ｓ
活
動
」
と
呼
ん
で
い

る
活
動
が
あ
り
ま
す
。「
Ｖ
」
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
Ｖ
、「
Ｓ
」
は
サ
ー
ビ
ス
の
Ｓ
で
す
。
活

動
の
内
容
を
一
言
で
言
え
ば
『
奉
仕
の
気
持

ち
を
持
っ
て
地
域
の
清
掃
を
行
う
活
動
』
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
歴
史
は
古
く
、
昭
和

四
十
七
年
に
福
祉
社
会
教
育
の
研
究
指
定
を

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
の
で
、
約
四
十
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

親
子
二
代
で
こ
の
活
動
に
取
り
組
ん
だ
と
い

う
声
も
聞
き
ま
す
。

　

学
校
の
内
外
で
あ
っ
た
り
、
外
に
出
た
り

と
、
ど
こ
を
掃
除
す
る
か
は
年
に
よ
っ
て
違

い
ま
し
た
が
、
私
が
赴
任
し
た
三
年
前
か
ら
、

掃
除
の
対
象
を
「
地
域
」
と
明
確
に
し
、「
緑

道
」
を
必
ず
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
理

由
は
至
っ
て
簡
単
で
、
六
合
中
は
地
域
あ
っ

て
の
学
校
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
私
が
「
地

域
」で
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
が「
緑
道
」だ
っ

た
か
ら
で
し
た
。

　
「
緑
道
」
の
歴
史
も
か
な
り
古
く
、
昭
和

五
十
三
年
の
栃
山
川
の
河
川
整
備
に
伴
っ
て

で
き
た
と
聞
き
ま
す
。
さ
す
が
と
感
心
す
る

の
は
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
と
し
て

自
主
的
に
、
そ
し
て
草
花
の
世
話
を
徐
々
に

行
っ
て
今
日
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
地
域
住
民
の
手
作
り
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
平
成
六
年
、
こ
れ
ま
で
の
表
彰
記
録
を
刻

ん
だ
記
念
碑
が
緑
道
わ
き
に
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。）

　

伝
統
あ
る
六
合
中
の
「
全
校
Ｖ
Ｓ
活
動
」

と
六
合
住
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
「
緑
道
」

の
コ
ラ
ボ
は
、
我
な
が
ら
“
最
”
妙
案
だ
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
真

髄
は
「
自
主
的
」
か
ど
う
か
で
す
が
、
最
初

か
ら
意
欲
的
、
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
人
は
そ
う
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

む
し
ろ
強
制
的
に
い
や
い
や
や
ら
さ
れ
た
と

い
う
思
い
で
や
る
生
徒
も
多
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
は
や
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

ま
す
。
や
れ
ば
記
憶
に
残
り
ま
す
。
例
え
ば
、

生
徒
が
も
っ
と
大
人
に
な
っ
て
、
彼
女
と
一

緒
に
緑
道
べ
り
を
デ
ー
ト
し
た
と
き
、
自
分

が
や
っ
た
「
全
校
Ｖ
Ｓ
活
動
」
を
思
い
出
し
、

彼
女
に
自
慢
す
れ
ば
、
お
互
い
良
い
雰
囲
気

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
…
♡
。

そ
の
ペ
ア
は
「
人
の
役
に
立
つ
こ
と
」
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
た
と
は
思
い
ま

せ
ん
か
。
私
流
論
法
で
言
え
ば
、
そ
の
時
か

後
に
な
っ
て
か
ら
か
は
別
に
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
は
そ
の
人
や
周
り
の
人

を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

奉
仕
の
精
神
、
地
域
を
愛
す
る
心
を
六
中
生

に
芽
生
え
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
、
今
年
も
「
緑

道
」
を
中
心
に
「
全
校
Ｖ
Ｓ
活
動
」
を
行
い

ま
す
。

六
合
中
学
校

緑
道
草
刈
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

六合中学校では、全校
ＶＳ活動の一環として
地域活動を実践して
います。
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東
光
寺
の
「
猿
舞
」

　
東
光
寺
の
猿
舞
の
歴
史
は
古
く
「
太
平
記
」

と
い
う
書
物
に
京
都
で
猿
踊
り
が
行
わ
れ
た
と
の

記
述
が
あ
る
そ
う
で
す
。
今
か
ら
約
六
百
年
以

上
前
の
話
で
す
。

　
東
光
寺
の
猿
舞
も
こ
の
流
れ
か
ら
き
た
と
も
言

わ
れ
古
く
か
ら
続
い
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
日
吉
神
社
で
は
猿
は
神
の
使
い
と
さ
れ
各
地

で
猿
に
ま
つ
わ
る
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
現
在
、
全
国
に
あ
る
三
千
八
百
の
日
吉
神

社
の
な
か
で
猿
舞
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
東

光
寺
の
み
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
に
静
岡
県
無
形
民
族
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
東
光
寺
の
猿
舞
の
舞
子
は
最
初
に
小
学
校

一
年
生
に
な
る
子
供
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て

一
度
決
ま
れ
ば
、
六
年
間
踊
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
子
猿
を
演
じ
、
四
年

生
に
な
る
と
親
猿
を
四
年
、
五
年
、
六
年
と
演

じ
ま
す
。
子
猿
が
親
猿
に
な
る
そ
の
年
に
ま
た

次
の
子
猿
が一
年
生
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
三
年
ご

と
に
一
人
づ
つ
交
代
し
て
い
き
ま
す
。
地
元
で
は

親
猿
、
子
猿
と
呼
び
ま
す
が
、
雄
・
雌
の
夫
婦

猿
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
合
小
学
校
で
は
こ
の
伝
統
文
化
を
和
文
化

教
育
の
教
材
と
し
て
学
ん
で
い
る
よ
。

　

本
校
で
は
、
和
文
化
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
日
本
文
化
の
心
を
知
り
、
他
を
思

い
や
る
心
、
感
動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
心

を
育
て
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
ク
ラ
ブ
活

動
で
は
和
太
鼓
を
始
め
と
し
て
大
正
琴
や
日

本
舞
踊
、
三
味
線
な
ど
に
親
し
み
、
授
業
で

は
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
の
湯
や
和
菓

子
作
り
、
座
禅
や
生
け
花
や
和
食
作
り
等
の

体
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

猿
舞
は
四
年
生
が
地
域
に
目
を
向
け
て
学
ぶ

教
材
で
す
。

　

一
説
に
は
六
百
年
以
上
も
前
の
室
町
時
代

か
ら
東
光
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

こ
の
猿
舞
は
、
全
国
に
例
の
な
い
貴
重
な
も

の
で
あ
り
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
四
月
の

祭
典
の
猿
舞
奉
納
を
見
学
し
、
調
べ
て
み
た

い
自
分
の
課
題
を
作
り
ま
す
。
あ
る
子
は
雄

猿
と
雌
猿
の
面
の
違
い
や
意
味
に
興
味
を

も
っ
た
り
、
ま
た
あ
る
子
は
自
分
も
踊
っ
て

み
た
い
、
舞
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
っ
た
り

地
域
に
伝
わ
る

　
　
　

伝
統
文
化
猿
舞
と
子
ど
も
た
ち

六
合
小
学
校
　
西
村
正
巳
　

六
合
小
学
校

伝
え
て
い
る
よ
、

伝
統
文
化
。

六合小学校では、和文化
教育の教材として猿舞
を学んでいます。

し
ま
す
。
後
日
、
保
存
会
の
方
を
学
校
に
お

招
き
し
、
面
や
神か
ぐ
ら
す
ず

楽
鈴
や
御ご
へ
い幣
な
ど
を
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
い

た
り
し
ま
す
。
授
業
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
た
り
、
猿
舞
を
踊
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命
に
舞
を
練
習
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
に
伝
わ

る
伝
統
文
化
猿
舞
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
、

そ
の
よ
さ
を
継
承
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る

願
い
を
も
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
学
習
発
表
会
「
花
祭
り
」
で
猿
舞

の
踊
り
を
披
露
し
た
大
石
絢
子
さ
ん
は
、
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
猿
舞
を
踊
っ
て
み
る
と
、
重
た
く
て
大
き

い
幣へ
い
そ
く束
を
手
に
持
ち
腰
を
落
と
し
た
ま
ま
跳

び
上
が
る
動
き
が
大
変
で
し
た
。
で
も
、
そ

の
跳
び
は
ね
て
踊
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。

　

猿
舞
が
東
光
寺
だ
け
し
か
な
い
の
を
知
っ

て
淋
し
く
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
い
つ
ま

で
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
踊
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
六
合
東
光
寺
の
猿
舞
を
み
ん
な
に
伝
え
て

大
事
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。」

神輿渡卸神輿渡卸 猿舞猿舞

猿舞を生徒が見物猿舞を生徒が見物

雄猿・雌猿・天狗の面の説明雄猿・雌猿・天狗の面の説明

DVDを見ながら、舞の練習DVDを見ながら、舞の練習
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こ
れ
か
ら
も
受
け
継
い
で
い
く
五
郎
祭

六
合
東
小
学
校
長
　
松
本
俊
一
　

　

増
田
五
郎
右
衞
門
の
義
挙
を
受
け
継
ぐ
学

習
活
動
は
、
東
小
で
は
三
年
生
の
後
半
に
調

べ
劇
形
式
に
ま
と
め
、
四
年
生
の
七
月
末
に

八
幡
神
社
に
て
地
域
の
皆
様
に
披
露
し
て
き

ま
し
た
。

　

当
時
使
用
し
た
井
戸
や
墓
地
・
義
人
碑
を

巡
り
学
習
し
て
い
る
。
ま
た
、
ご
子
孫
の
増

田
幸
雄
様
の
お
話
も
う
か
が
い
、
自
分
の
命

を
犠
牲
に
し
て
村
民
を
救
っ
た
勇
気
に
つ
い

て
考
え
て
き
た
。
こ
の
感
動
を
劇
に
し
て
、

五
郎
祭
に
お
見
え
の
皆
様
に
見
て
も
ら
い
、

大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
い
た
。

　

昨
年
度
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
だ
現
五
年
生

に
話
を
聞
く
と
、
多
く
の
お
客
様
の
前
で
演

じ
る
た
め
、
舞
台
の
中
央
で
堂
々
と
し
た
大

き
な
演
技
を
す
る
こ
と
、
声
も
後
ろ
ま
で
届

く
よ
う
に
何
度
も
練
習
し
た
そ
う
だ
。ま
た
、

昔
の
台
詞
回
し
に
も
気
を
つ
け
る
し
、
時
代

劇
の
た
め
殿
様
や
お
姫
様
の
衣
装
は
手
に
入

り
や
す
い
が
、
お
百
姓
の
仕
事
着
は
残
っ
て

お
ら
ず
準
備
に
苦
労
す
る
と
話
し
て
く
れ

た
。
で
も
、
頑
張
っ
た
ご
褒
美
に
大
き
な
拍

手
を
も
ら
う
の
で
、
す
ご
く
や
り
甲
斐
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
だ
。
是
非
、
今
年

も
後
輩
の
四
年
生
が
、
増
田
五
郎
右
衞
門
の

尊
い
行
動
を
語
り
継
い
で
ほ
し
い
と
話
し
て

く
れ
た
。

　

昨
年
頑
張
っ
た
子
ら
が
、
次
の
後
輩
へ
の

熱
い
思
い
を
語
る
こ
と
を
聞
き
、
忙
し
い
け

ど
今
年
も
頑
張
っ
て
も
ら
お
う
と
決
意
し
た

次
第
で
す
。

六
合
東
小
学
校

受
け
継
ぐ
伝
統

五
郎
祭

六合東小学校は、増田
五郎右衞門の義挙を
受け継ぐ学習活動を
続けています。

　
増
田
五
郎
右
衛
門
は
、
一
七
七
七
年
田
中
藩

志
太
郡
細
島
村
に
生
ま
れ
、
農
業
を
や
り
な
が

ら
治
水
工
事
の
監
督
な
ど
も
行
い
庄
屋
を
務
め

て
い
た
。

　
一
八
一
六
年
に
こ
の
地
方
を
暴
風
雨
が
襲
い
、

お
米
が
ほ
と
ん
ど
と
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
も
三
年
続
き
の
凶
作
で
、
年
貢

が
納
め
ら
れ
ず
大
変
困
り
志
太
郡
の
代
表
者
た

ち
で
田
中
藩
に
年
貢
の
減
免
の
お
願
い
を
し
た

が
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
五

郎
右
衛
門
ら
の
代
表
者
は
田
中
城
近
く
天
神
山

に
村
人
達
を
集
め
、
強
訴
（
集
団
の
訴
え
）
を

計
画
し
年
貢
減
免
の
嘆
願
書
を
役
人
に
渡
し
た
。

藩
主
「
本
多
豊
前
守
正
意
」
は
、
事
の
重
大
さ

を
知
り
年
貢
減
免
を
決
め
た
。
田
中
藩
は
こ
の

騒
動
の
首
謀
者
を
探
索
し
農
民
を
厳
し
く
取
り

調
べ
に
着
手
し
た
。
五
郎
右
衛
門
は
、
農
民
が

罪
を
被
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
城
に
出
向

き
、
自
分
一
人
が
仕
組
ん
だ
と
し
て
罪
を
一
身

に
か
ぶ
ろ
う
と
し
た
。
村
人
の
寛
大
な
処
分
の

願
い
に
反
し
、
五
郎
右
衛
門
は
獄
中
三
年
の
後
、

一
八
一
八
年
六
月
二
十
八
日
藤
枝
源
昌
寺
原
に

て
打
ち
首
の
刑
に
処
さ
れ
同
時
に
家
屋
敷
も
焼

き
払
わ
れ
た
。
村
人
は
五
右
衛
門
の
遺
骸
を
も

ら
い
受
け
密
か
に
『
義
山
玄
忠
上
座
』
の
法
号

を
送
り
葬
っ
た
。

　
処
刑
日
の
旧
暦
六
月
二
十
八
日
は
農
作
業
を

休
み
菩
提
を
弔
っ
て
き
た
。

　
そ
の
後
も
、
八
幡
神
社
の
境
内
に
義
人
碑
を

建
立
し
『
五
郎
祭
』
と
し
て
盛
大
に
供
養
し
て

い
る
。
太
陽
暦
に
変
わ
っ
て
い
る
現
在
は
七
月

二
十
八
日
で
あ
る
。

①生家の跡地。場所はネスレ工場の西側。
②東町コミュニティ委員会が設立した案内看板。
③家屋敷は焼き払われたが井戸はそのままである。
④八幡神社境内の義人碑。
⑤全仲寺にあるお墓。
⑥『五郎祭』の一コマ。少年五郎太鼓。

①①

③③

⑤⑤

②②

④④

⑥⑥

義
人 

『
増
田
五
郎
右
衛
門
』
義
人
＝
わ
が
身
の
利
害
を
顧
み
ず
他
人
の
為
に
正
し
い
と

思
っ
た
こ
と
を
や
り
抜
く
人
。


